

[image: Oracle Corporation]





Oracle® Exalytics In-Memory Machine

リリース・ノート

Exalytics X2-4リリース1 (1.0)

B69444-03(原本部品番号:E35146-05)

2012年10月

Oracle Exalytics In-Memory Machineは、メモリー中心のハードウェア・プラットフォーム、Oracle TimesTenの実績あるインメモリー・テクノロジ、Oracle Business Intelligence Foundation Suite機能の最適化されたバージョンが含まれるエンジニアリング・ソリューションです。

このリリース・ノートでは、Oracle Exalytics In-Memory Machineの既知の問題および回避方法について説明し、次の製品に適用されます。

	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1(1.0.0.0)またはリリース11.1.1.6.0


	
Oracle Exalytics X2-4 リリース1パッチ・セット1(1.0.0.1)




Oracle Exalytics In-Memory Machineのセットアップおよびソフトウェアのインストールの詳細は、次のマニュアルを参照してください。

	
Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド


	
Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイドfor Linux x86-64




これらのマニュアルは、次のOracle Exalyticsのライブラリから入手できます。

http://docs.oracle.com/cd/E27027_01/index.htm

このリリース・ノートの内容は次のとおりです。

	
1項「Oracle Exalytics Machine (X2-4)リリース・ノート」


	
2項「Oracle Exalyticsリリース1ソフトウェア・リリース・ノート」


	
3項「ドキュメントのアクセシビリティについて」





このリリース・ノートの使用方法

このリリース・ノートは、新しい情報が追加された時点で定期的に更新されます。最新のリリース・ノートは、次に示すOracle Exalyticsのライブラリで確認してください。

http://docs.oracle.com/cd/E27027_01/index.htm

改訂されたリリース・ノートのOracle Technology Network (OTN)での公開が遅れる場合があります。最新の参照可能なOracle Exalyticsリリース・ノートについては、次のOracle Exalyticsリリース・ノートのWIKIで確認してください。

https://wikis.oracle.com/display/oraclebidocumentation/Oracle+Exalytics+Release+Notes



1 Oracle Exalytics Machine (X2-4)リリース・ノート

このセクションの内容は次のとおりです。

	
1.1項「最新製品情報」






1.1 最新製品情報

Sun Fire X4470 M2 Serverおよび製品ノートに関する最新情報は、次のリンクを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E20781_01/index.html








2 Oracle Exalyticsリリース1ソフトウェア・リリース・ノート

このセクションの内容は次のとおりです。

	
2.1項「パッチ要件」


	
2.2項「前回のリビジョン以降に特定されたOracle Exalyticsの問題および回避方法」


	
2.3項「Oracle Exalyticsの一般的な問題および回避方法」


	
2.4項「Oracle Exalyticsのインストールの問題および回避方法」


	
2.5項「Oracle Exalyticsのインストール後の問題および回避方法」


	
2.6項「Oracle Exalyticsのパッチ適用の問題および回避方法」


	
2.7項「Oracle Exalyticsドキュメントの訂正」






2.1 パッチ要件

Oracle Exalyticsには、異なるリリース番号の各種ソフトウェア・コンポーネントが含まれています。Exalytics Machine上の個々のソフトウェア・コンポーネントには、Oracleサポートからの指示がないかぎりパッチを適用しないでください。Exalytics Machineのパッチは定期的に公開されています。詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド』の第7章「パッチ適用」を参照してください。






2.2 前回のリビジョン以降に特定されたOracle Exalyticsの問題および回避方法

リリース・ノートの前回のリビジョン以降に特定または変更されたOracle Exalyticsに関連する問題および回避方法は、次のとおりです。

	
2.7.1.3項「プロパティ・ファイルの編集に関する誤った指示」

影響を受けるリリース: 1.0.0.1









2.3 Oracle Exalyticsの一般的な問題および回避方法

この項では、Oracle Exalyticsに関連する一般的な問題および回避方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.3.1項「手動で全文検索のプロパティを編集する」


	
2.3.2項「eth0インタフェースに構成された各種デフォルト・アドレス」


	
2.3.3項「Oracle Virtual Serverイメージの実行時に自動サービス・リクエストがサポートされない」






2.3.1 手動で全文検索のプロパティを編集する

影響を受けるリリース: 1.0、1.0.0.1

Exalytics Machineで全文検索を構成する場合、手動でBISearchConfig.propertiesファイルを編集し、次のプロパティが適切な外部IPアドレスを指すようにする必要があります。

	
BIServerUrl


	
BISearchServerUrl


	
ECSF_DataServiceURL


	
ECSF_RedirectServiceURL


	
ECSF_SecurityServiceURL




ファイルの編集の詳細は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Business Intelligence Enterprise Editionシステム管理者ガイド』の全文カタログ検索のためのプロパティの手動での構成に関する項を参照してください。






2.3.2 eth0インタフェースに設定された各種デフォルト・アドレス

影響を受けるリリース: 1.0、1.0.0.1

Oracle Exalytics In-Memory Machineが提供されるとき、マシンのeth0(物理NET0ポート)インタフェースに構成されているデフォルトのIPアドレスが異なる場合があります。これは、クラスCサブネット192.168.1.0の任意のIPアドレスになります。

Exalytics Machineのeth0 IPアドレスを特定するには、デフォルトのIPアドレス192.168.1.200を使用して、セキュア・シェル(SSH)経由でそのマシンのIntegrated Lights Out Manager (ILOM)に接続します。ログインしたら、次のコマンドを実行してネットワーク構成情報を参照します。


show /SP/network






2.3.3 Oracle Virtual Serverイメージの実行時に自動サービス・リクエストがサポートされない

影響を受けるリリース: 1.0.0.1

Integrated Lights Out Manager (ILOM)によって生成される自動サービス・リクエスト(ASR)イベントは、Oracle Exalytics Base Image 2.0.1.1.0 for Exalytics Oracle VM x86-64を使用する場合にも継続して使用可能になりますが、これには例外が1つあります。Oracle Exalytics Base Image 2.0.1.1.0 for Exalytics Oracle VM x86-64を使用する場合、ハード・ディスク・エラーに対するASRイベントはサポートされません。








2.4 Oracle Exalyticsのインストールの問題および回避方法

この項では、Oracle Exalyticsに関連するインストールの問題および回避方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.4.1項「ホーム・ディレクトリ・パーティション作成のために必要な追加手順」


	
2.4.2項「権限エラーとともにインストールが失敗する問題」






2.4.1 ホーム・ディレクトリ・パーティション作成のために必要な追加手順

影響を受けるリリース: 1.0

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-04)で修正されています。

『Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド』の第2章に、Exalyticsマシン上でのソフトウェアのインストール・プロセスについての説明があります。このプロセスには、ソフトウェアをダウンロードする前に、次の追加の手順が必要です。

/homeディレクトリ・パーティションを作成するには:

	
rootユーザーとしてログインした後、次のようなコマンドを使用して/homeディレクトリをハード・ディスク上に構成します。


# parted /dev/sd

(parted) mklabel msdos 
(parted) mkpart
Primary/extended? Primary 
File system type? [ext2]? ext3
Start? 0
End? 1797GB
(parted) quit 

# mkfs.ext3 /dev/sdb1
# mount /dev/sdb1 /home


	
次の行を/etc/fstabファイルに追加します。


/dev/sdb1         /home   ext3      defaults 1 2 


	
コンピュータを再起動します。


	
次のコマンドを入力して、パーティションが作成されたことを確認します。


df –lh 









2.4.2 権限エラーとともにインストールが失敗する問題

影響を受けるリリース: 1.0

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-04)で修正されています。

Exalytics Machineへのソフトウェアのインストール・プロセスの一環として、oraInst.locファイルを編集し、インストール・スクリプトの実行の準備を行います。このスクリプトを実行すると、スクリプトが失敗し、次のようなエラー・メッセージが表示されることがあります。

<inventory_location>のインベントリに対する書込み権限がありません

さらに、oraInst.locファイルで指定された場所には、同じ名前の2つのインベントリ・ディレクトリが作成されています。実際には、一方のディレクトリの名前には、末尾に余分なスペースが含まれている可能性があります。余分なスペースが含まれるのは、oraInst.locファイル内で、inventory_locパスを含む行の末尾にユーザーが誤ってスペースを追加したためと考えられます。

この問題を解決するには、パス名を含むoraInst.locファイルの行からスペースを削除し、インストールを再開します。








2.5 Oracle Exalyticsのインストール後の問題および回避方法

この項では、Oracle Exalyticsに関連するインストール後の問題および回避方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.5.1項「インストール後に無関係なディレクトリを削除する」


	
2.5.2項「インストール後にsys.odbc.iniファイルに変更が必要」


	
2.5.3項「不必要に生成されたmcelogによる警告」






2.5.1 インストール後に無関係なディレクトリを削除する

影響を受けるリリース: 1.0、1.0.0.1

インストール・スクリプトを使用してExalytics Machineにソフトウェアをインストールする場合、スクリプトにより次のディレクトリが作成されます。

/home/oracle/aggregate_store/tt_aggr_store

スクリプトは誤ってこのディレクトリを作成しますが、TT_AGGR_STOREと呼ばれるDSNを含むTimesTenデータベースをインスタンス化する前に削除する必要があります。

次のディレクトリはTimesTen DSNにより参照されるため、そのままにしておくことができます。

/home/oracle/aggregate_store/

/home/oracle/aggregate_store/logs






2.5.2 インストール後にsys.odbc.iniファイルに変更が必要

影響を受けるリリース: 1.0

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-04)で修正されています。

インストール・スクリプトを使用してExalytics Machineにソフトウェアをインストールする場合、スクリプトによりTimesTen用のsys.odbc.iniファイルにDSNエントリが自動的に追加されます。このTT_AGGR_STORE DSNエントリを編集して、次のようにする必要があります。


[TT_AGGR_STORE] 
Driver=/home/oracle/TimesTen/tt1122/lib/libtten.so 
DataStore=/home/oracle/aggregate_store/tt_aggr_store 
LogDir=/home/oracle/aggregate_store/logs 
DatabaseCharacterSet=AL32UTF8 
ConnectionCharacterSet=AL32UTF8 
LogFileSize=1024 
LogBufMB=1024 
LogBufParallelism=16 
Preallocate=0 
PermSize=25000 
TempSize=25000 
MemoryLock=4 
CkptFrequency=30 
CkptLogVolume=0 
CkptRate=20 
PrivateCommands=1 
RecoveryThreads=40 


変更する必要のある点は次のとおりです。

	
LogBufParallelismをインストールした値の12から16へと変更します。


	
次の行を削除します。


RangeIndexType=1 
Connections=1024 




PermSizeおよびTempSizeの設定は、各Exalytics Machineの要件ごとに変わることに注意してください。インストールの一部として設定される値は初期設定値のみです。

さらにsys.odbc.iniファイルの#[sampledb_1122]を開始するセクションでは、スクリプトに誤って重複するエントリが含まれており、次のリストに示すように、削除またはコメント・アウトする必要があります。


ConnectionCharacterSet=AL32UTF8 
LogFileSize=1024 
LogBufMB=1024 
LogBufParallelism=16 
Preallocate=0 
PermSize=25000 
TempSize=25000 
MemoryLock=4 
CkptFrequency=30 
CkptLogVolume=0 
CkptRate=20 
PrivateCommands=1 
RangeIndexType=1 
Connections=1024 
RecoveryThreads=40 






2.5.3 不必要に生成されたmcelogによる警告

影響を受けるリリース: 1.0、1.0.0.1

提供されたExalytics Machineでは、クローン・デーモンによって次の警告メッセージを載せた電子メールがシステム管理者に1時間ごとに送信されます。

mcelog: warning: record length longer than expected. Consider update.

この警告メッセージを発生しないようにするには、/etc/cron.hourly/mcelog.cronファイルを編集して、mcelogを実行するコマンドを含む行をコメント・アウトします。

この変更を行う前のmcelog.cronファイルの行は次のとおりです。


/usr/sbin/mcelog --ignorenodev --filter >> /var/log/mcelog


この変更を行った後のmcelog.cronファイルの行は次のようになります。


#/usr/sbin/mcelog --ignorenodev --filter >> /var/log/mcelog








2.6 Oracle Exalyticsのパッチ適用の問題および回避方法

この項では、Oracle Exalytics リリース1パッチ・セット1(1.0.0.1)に関連するパッチ適用の問題および回避方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.6.1項「集計の永続性を使用しない場合のOracle TimesTenのチェックポイント頻度の構成」


	
2.6.2項「Oracle Essbase 11.1.2.2.100リリース1パッチ・セット1(1.0.0.1)のダウンロード」






2.6.1 集計の永続性を使用しない場合のOracle TimesTenのチェックポイント頻度の構成

影響を受けるリリース: 1.0.0.1

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-06)で修正されています。

集計の永続性を使用するOracle TimesTenデータベース・スキーマにデータをロードする場合は、『Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド』の第7.2.6.1.1項のOracle TimesTenのチェックポイント頻度の構成に関する項の説明に従って、CkptFrequencyパラメータを-1に設定します。

集計の永続性を使用しないOracle TimesTenデータベース・スキーマにデータをロードする場合は、timesten-install-dir/info/sys.odbc.iniファイル内でスキーマのDSNエントリを見つけ、そのDSNエントリの3つのパラメータを次のように編集します。

	
CkptFrequency=30


	
CkptLogVolume=0


	
CkptRate=0









2.6.2 Oracle Essbase 11.1.2.2.100リリース1パッチ・セット1(1.0.0.1)のダウンロード

影響を受けるリリース: 1.0.0.1

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-06)で修正されています。

Oracle EssbaseをExalyticsマシンにデプロイする場合は、Oracle Software Delivery CloudのWebサイトからOracle Essbase 11.1.2.2.000パッチ・セット11.1.2.2.100をダウンロードおよびインストールします。

Oracle Essbase 11.1.2.2.100リリース1パッチ・セット1をダウンロードする手順は次のとおりです。

	
次のリンクのOracle Software Delivery CloudのWebサイトに移動します。

http://edelivery.oracle.com


	
製品パックは、Oracle Enterprise Performance Systemを選択します。


	
プラットフォームは、Linux x86-64を選択します。


	
「実行」をクリックします。


	
Oracle Enterprise Performance Management System(11.1.2.2.0)メディア・パックfor Linux x86-64を選択し、ダウンロードします。

11.1.2.2.0メディア・パックには、Oracle Essbase 11.1.2.2.100が含まれます。











2.7 Oracle Exalyticsドキュメントの訂正

この項では、Oracle Exalyticsのドキュメントおよびヘルプ・システムの訂正箇所について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.7.1項「Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド」


	
2.7.2項「Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド for Linux x86-64」






2.7.1 Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド

この項では、『Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド』のドキュメントの訂正箇所について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.7.1.1項「ASRの構成手順の更新」


	
2.7.1.2項「sys.odbc.iniファイルに関する誤った指示」


	
2.7.1.3項「プロパティ・ファイルの編集に関する誤った指示」






2.7.1.1 ASRの構成手順の更新

影響を受けるリリース: 1.0.0.1

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-06)で修正されています。

7章の7.2.5項にOracle Exalyticsリリース1パッチ・セット1のインストールに関する項目があります。この項目には、自動サービス・リクエスト(ASR)の構成手順が記載されています。その手順を2.7.2.1項「ASRの構成手順の更新」と置き換えてください。






2.7.1.2 sys.odbc.iniファイルに関する誤った指示

影響を受けるリリース: 1.0.0.1

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-06)で修正されています。

このガイドのsys.odbc.iniファイルへの参照先に2箇所の誤りがあります。4.5.3項(手順4)および7.2.6.1.1項(手順1)のファイル名がtimesten-install-root/info/sys.odbc.iniと記載されています。このファイル名は次のように変更する必要があります。

timesten-install-dir/info/sys.odbc.ini






2.7.1.3 プロパティ・ファイルの編集に関する誤った指示

影響を受けるリリース: 1.0.0.1

この問題は、Oracle Fusion Middleware Oracle Exalytics In-Memory Machineインストレーションおよび管理ガイド(原本部品番号: E24076-07)で修正されています。

3.2.7項の「手順7: プロパティ・ファイルの編集」に、ファイルの編集時に注意すべきポイントが記載されています。リストの4番目のポイントは、ファイル・システムにbim.mw.homeディレクトリが含まれていないことを確認することですが、これは誤りです。この行は次のように読み替えてください。

「プロパティ・ファイルでbim.mw.homeディレクトリとして使用される空のディレクトリがファイル・システムに含まれていることを確認してください。」








2.7.2 Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド for Linux x86-64

この項では、Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド for Linux x86-64のドキュメントの訂正箇所について説明します。内容は次のとおりです。

	
2.7.2.1項「ASRの構成手順の更新」






2.7.2.1 ASRの構成手順の更新

影響を受けるリリース: 1.0.0.1

この問題は、Oracle Exalytics In-Memory Machineオーナーズ・ガイド for Linux x86-64(原本部品番号: E25369-06)で修正されています。

8章の8.3項に前提作業に関する項目があります。この項目には、ASRの構成手順が記載されています。その手順を次の手順と置き換えてください。

	
次のようなコマンドを使用してディレクトリを作成します。

mkdir -p /opt/exalytics/asr


	
次のファイルを以前に抽出したディレクトリから新しいディレクトリにコピーして、2つのPerlファイルに実行権限があることを確認します。

bda_mon_hw_asr.pl

setup_asr_ilom.pl

common_subs.pm

SUN-HW-TRAP-MIB.mib


	
次の行を/etc/inittabファイルに追加します。

emh1:345:respawn:/opt/exalytics/asr/bda_mon_hw_asr.pl -server


	
コマンド行でinit qコマンドを実行して、bda_monサーバーを初期化してから起動します。


	
次のコマンドを実行して、plスクリプトに実行権限を追加します。

chmod +x setup_asr_ilom.pl

chmod +x bda_mon_hw_asr.pl


	
クライアントを使用し、/opt/exalytics/asrディレクトリで実行する次のコマンドから使用可能な命令を使用して、ASRの宛先を構成します。

./bda_mon_hw_asr.pl -help















3 ドキュメントのアクセシビリティについて

Oracleのアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細情報はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoか、聴覚に障害があるお客様はhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。
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Trademark Notice

Oracle and Java are registered trademarks of Oracle and/or its affiliates. Other names may be trademarks of their respective owners.

Intel and Intel Xeon are trademarks or registered trademarks of Intel Corporation. All SPARC trademarks are used under license and are trademarks or registered trademarks of SPARC International, Inc. AMD, Opteron, the AMD logo, and the AMD Opteron logo are trademarks or registered trademarks of Advanced Micro Devices. UNIX is a registered trademark of The Open Group.

License Restrictions Warranty/Consequential Damages Disclaimer

This software and related documentation are provided under a license agreement containing restrictions on use and disclosure and are protected by intellectual property laws. Except as expressly permitted in your license agreement or allowed by law, you may not use, copy, reproduce, translate, broadcast, modify, license, transmit, distribute, exhibit, perform, publish, or display any part, in any form, or by any means. Reverse engineering, disassembly, or decompilation of this software, unless required by law for interoperability, is prohibited.

Warranty Disclaimer

The information contained herein is subject to change without notice and is not warranted to be error-free. If you find any errors, please report them to us in writing.

Restricted Rights Notice

If this is software or related documentation that is delivered to the U.S. Government or anyone licensing it on behalf of the U.S. Government, the following notice is applicable:

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

Hazardous Applications Notice

This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.
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